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中
央
図
書
館
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
す
る
に
当
た
り
、㈱
図
書
館
流
通
セ
ン

タ
ー
が
指
定
管
理
者
優
先
候
補
者
と
し
て

選
定
さ
れ
た
。

　
民
間
事
業
者
の
活
力
や
先
進
的
管
理
運

営
手
法
の
導
入
は
本
町
で
は
初
め
て
だ
が
、

こ
の
事
業
者
の
採
用
は
、図
書
館
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
、多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
等
、

図
書
館
の
将
来
へ
の
課
題
達
成
を
目
指
す

こ
と
、電
子
図
書
館
等
の
導
入
等
先
進
的

な
提
案
に
よ
り
、コ
ス
ト
低
減
あ
り
き
で
は

な
い
こ
と
を
評
価
し
、賛
成
討
論
と
す
る
。

　
今
後
は
、
本
町
に
お
い
て
も
指
定
管
理

が
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
議
決
案
件
で
あ
る
以
上
は
、
議
会
で
の

適
切
な
審
議
に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
資
料

の
提
供
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
募
集

時
の
指
定
管
理
者
募
集
要
項
に「
議
会
で

の
審
議
に
必
要
な
情
報
は
、
議
会
に
提
供

す
る
」旨
を
記
載
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

　
こ
の
度
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
は
、
図
書
館
に
お
け
る
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
期
待
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

　
図
書
館
が
教
育
機
関
と
し
て
機
能
す
る

に
は
、安
定
的
で
長
期
的
な
運
営
方
針
に

よ
る「
安
定
性・
継
続
性
」の
確
保
が
必
要

で
あ
る
た
め
、公
設
公
営
が
望
ま
し
い
。指

定
管
理
者
制
度
で
は
安
定
し
た
運
営
が
難

し
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
、容
認
で
き
な
い
。

　
ま
た
、候
補
者
企
業
に
よ
る
館
長
等
の

直
接
雇
用
は
、図
書
館
法
等
に
基
づ
き
教

育
委
員
会
が
職
員
等
を
任
命
す
る
と
の
規

定
か
ら
大
き
く
矛
盾
し
、法
に
抵
触
し
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
以
上
に
よ
り
、反
対
討
論
と
す
る
。

議案第46号 東浦町部制条例の
一部改正について

　
住
民
自
治
課
新
設
で
は
、
広
報
ひ
が
し

う
ら
の
配
布
率
の
低
迷
、
隣
組
加
入
率
も

低
下
し
て
い
る
中
、
広
報
の
隣
組
を
通
じ

て
の
配
布
を
止
め
、
全
戸
配
布
を
求
め
る
。

　
建
設
部
で
は
、
狭
あ
い
道
路
・
後
退
用

地
の
整
備
に
努
め
る
新
体
制
に
期
待
す
る
。

　
都
市
整
備
部
新
設
で
は
、
組
田
地
区
区

画
整
理
事
業
破
綻
を
教
訓
に
、
地
元
連
絡

所
長
お
よ
び
地
元
町
議
の
協
力
も
仰
ぎ
、

地
域
の
結
束
力
を
高
め
た
ま
ち
ぐ
る
み
手

法「
公
的
施
行
」を
望
む
。

　
以
上
に
よ
り
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

　
南
海
ト
ラ
フ
を
起
因
と
す
る
大
地
震
の

発
生
確
率
が
高
ま
る
中
、
今
回
の
一
部
改

正
で
、
発
災
前
の
防
災
・
減
災
の
考
え
に

加
え
、
発
災
後
の
危
機
管
理
対
応
も
し
や

す
く
な
り
、
今
年
度
見
直
し
さ
れ
る
防
災

マ
ッ
プ
を
基
に
、
住
民
に
さ
ら
な
る
危
機

管
理
意
識
を
芽
生
え
さ
せ
る
こ
と
も
可
能

と
な
る
と
考
え
る
。

　
業
務
委
託
や
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に

よ
り
発
生
す
る
職
員
を
生
か
し
な
が
ら
、

組
織
づ
く
り
を
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
期

待
し
て
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

　
都
市
整
備
部
の
設
置
に
よ
り
、魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
あ
る
が
、過
去
に

は
東
海
豪
雨
、近
年
で
は
局
地
的
な
集
中
豪

雨
の
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。ま
た
、南
海

ト
ラ
フ
地
震
等
の
大
規
模
地
震
で
老
朽
化

し
た
水
道
管
が
破
損
す
る
心
配
も
あ
る
。

　
ま
ち
づ
く
り
等
は
、実
施
の
時
期
が
決

ま
っ
て
い
な
い
。町
長
の
公
約
で「
災
害
に

強
い
安
全
な
ま
ち
へ
」と
掲
げ
て
い
る
な
ら
ば
、

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
地
域
住
民
の
安
全
確

保
の
た
め
に
も
水
道
部
の
設
置
が
優
先
と

考
え
、反
対
討
論
と
す
る
。

　
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
都
市
計
画

は
、
現
在
か
ら
未
来
に
向
け
て
の
延
長
線

上
に
あ
り
、
現
在
の
維
持
管
理
状
況
や
課

題
の
情
報
共
有
は
不
可
欠
で
あ
る
。
計
画

を
作
る
部
署
と
現
在
事
業
を
執
行
中
の
部

署
が
異
な
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
共
通
認

識
が
不
足
に
至
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
、
む

し
ろ
弊
害
が
生
じ
る
懸
念
が
あ
る
。

　
ま
た
、
町
民
の
安
心
安
全
な
住
環
境
に

直
接
関
わ
る
水
道
部
を
設
置
す
る
べ
き
と

考
え
、
反
対
討
論
と
す
る
。
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議案第45号 指定管理者の指定について
（東浦町中央図書館）

賛
否
討
論

　
定
例
会
最
終
日
に
、
議
案
第
45

号
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
東
浦
町
中
央
図
書
館
）お
よ
び
議

案
第
46
号
東
浦
町
部
制
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
の
２
議
案
に
つ

い
て
、
議
案
第
45
号
は
３
議
員
、

議
案
第
46
号
は
４
議
員
が
賛
成
・

反
対
の
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

広
報
ひ
が
し
う
ら

全
戸
配
布
を
求
め
る

庶
民
倶
楽
部 

山
田 

眞
悟 

議
員

住
民
に
分
か
り
や
す
い

案
内
を
期
待
し
て

無
所
属 

大
川  

晃 

議
員

中
央
図
書
館
は
指
定
管
理
で

サ
ー
ビ
ス
向
上
を

親
和
会　
向
山 

恭
憲 

議
員

水
道
部
設
置
が
優
先
で
は

 

鏡
味 

昭
史 

議
員

審
議
に
必
要
な
資
料
の提

供
を

ひ
が
し
う
ら
の
風 

長
屋 

知
里 

議
員

都
市
整
備
部
見
直
し
と

水
道
部
の
設
置
を

ひ
が
し
う
ら
の
風 

長
屋 

知
里 

議
員

図
書
館
は
公
設
公
営
で

日
本
共
産
党
ひ
が
し
う
ら

杉
下 

久
仁
子 

議
員

P８で詳しく


